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第72号 2009. 4. 26.                        民族福音化と世界宣教の使命を持つ万民中央教会
わたしたちは、聖書の教えと正統的キリスト教の信仰に立ち、新興宗教団体であるエホバの証人・モルモン教・統一教会とはいっさい関係ありません。

2008年11月23日、母と一緒に教会に行こうと、ニューヨーク
のホワイトストーン橋を走っていました。前にいた車が突然、車
線を変えました。その前に車が止まっているのが目に入って、急
ブレーキをかけましたが、衝突してしまいました。
しばらくして意識を取り戻したら、助手席のフロントガラスは
クモの巣のように割れて、車の中はめちゃくちゃになっていまし
た。タイヤは全部破裂して、ボンネットは紙のようにしわくちゃ
になり、屋根ははがれて壊れていました。あわただしく走り回る
パトカーと救急車。担架で運ばれている負傷者･･･。そんな中で
も母と私には何の異常もありませんでした。
父は牧師で、アメリカのインターナショナル万民教会の担任
です。堂会長イ・ジェロク牧師を知った後、父の働きにも大きい
変化がありました。
私はメリーランド大学に通いながら、歌、演奏、いろんなジャ

ンルの音楽が大好きで、音楽をする友だちと仲良くしていまし
た。両親は私が神様を一番愛するように願っていましたが、私
は答えませんでした。
毎週土曜日、夜遅くニューヨークに行って、主日礼拝の後、大
学の寮に帰らなければなりませんでした。片道5時間の距離だ
ったので、とても疲れていました。
私は模範生で、勉強する時は勉強して、遊ぶ時は遊べるこの
若さが好きで、これが人生を楽しむ知恵だと思っていました。
でも両親は土曜日の午後になると必ず電話してきて、インター
ネット礼拝をささげるようにと言ったので、その度にいらいらし
ました。週末は友だちと一番楽しく過ごせるからです。キャンパ
スの中にあるチャペルに行って礼拝をささげていると言いまし

たが、暇つぶしの形式的な礼拝でした。
2008年のある日、父は「どうにもならない、休学しよう」と言い
ました。私は天が崩れるような絶望感に耐えられないような気
がしました。
半強制的にニューヨークに連れて来られた私は、毎晩の祈
祷会、聖書の勉強、水曜礼拝、さらに聖徒の訪問まで連れて行
かれました。毎週土曜日になると、インターネットで本教会の主
日礼拝に参加しなければなりませんでした。友だちとのチャッ
ト、電話など、おもしろいことばかりなのに、これは何なのでしょ
うか。人生の楽しみが満喫できない自分がかわいそうで、そう
いうものを楽しんでいる友だちがうらやましかったです。
こんな私に変化が起きました。イ・ジェロク牧師の「天国」の
メッセージを聞きながら、ふと「こんな状態では天国に行けな
いかもしれない」という気がしました。慌てて「天国に行きたい
です」と神様に祈りながら悔い改めました。このような恵みが臨

むとすぐ、父はビタリ・フィッシュバーグ博士が導くハンカチ集
会に同行するように勧めました。私は集会の時、ギターを弾き
ながら賛美をリードしました。
その時、とても不思議なことを体験しました。夜、ダニエル徹
夜祈祷会を終えて外に出ると、月の周りに丸い虹が大きく浮か
んでいました。アメリカのあちこちにいる聖徒たちに電話して知
らせると、彼らも同じように見ていました。それに本教会の上空
にも虹が現れたと堂会長先生がメッセージの時間に言われる
のを聞きながら、私は興奮して神様の摂理に驚きました。
毎月、終わりの週の主日に教会で開かれるハンカチ集会の時
でした。牧師先生が私に祈ってくださったとき、悔い改めて涙を
流しました。
「神様、世の友だちがあんまりにも好きだったこと、霊とまこと
によって礼拝をささげなかったこと、両親に従わなかったこと･･･
赦してください。」
その後、私の礼拝態度が変わり、賛美する態度も変わりまし
た。けれども「これぐらいなら、大丈夫だろう」という良くない習
慣をやめないでいました。そんな中で交通事故が起きました。
私は自分を顧みて、悔い改めました。
3年前、父が宣教師として派遣されるために本教会に行った

とき、堂会長先生に私の写真の上に祈りを受けました。その後、
全身に出ていた18年間のアトピーが完全にいやされたことがあ
ります。このような体験があったのに、神様をもっと愛せなかっ
た私を大事故の中で守り、悟らせてくださった神様に、すべて
の感謝と栄光をお帰しします。

楽しく美しい世界、ここにありました！
シム・テッド（アメリカ・ニューヨーク、21才）

「いのちのみことばを聞きながら、恵みを
受けて変えられていく中でも、世にあるも
のが完全に絶ち切れずに奪われた心･･･
主の前に『愛しています。わが主よ』と賛美
して告白しながら、相変わらず世にあるも
のを愛していた心･･･
決して神様と世にあるものは一緒に愛せな
いことをやっと悟りました。」

７000余りの島からなる国フィリピン。数世紀にわたる
スペイン支配の影響で、カトリックが全国民の80パー
セント以上を占めている。
国語はタガログ語で、英語を母国語とする人が多い
国でもある。このような理由で、日本、韓国、中国、東南ア
ジアの国々から英語を学ぶために多くの人が集まって
くる。また、国教がカトリックなので、キリスト教に対する
拒否感が少なくて、世界中から多くの宣教師が来てい
るという。

本教会のフィリピン宣教の起爆剤になったのは、
2001年9月、マニラ・ルネッタ公園で開かれた「イ・ジェ
ロク牧師招へい・フィリピン牧会者セミナーおよび連合
大聖会」であった。この時からフィリピンで多方面に宣
教が繰り広げられている。
聖会後、フィリピンの牧会者たちは一つになって、聖
潔の福音を持続的に伝えてほしいと願い、マニラなど
マンミンの支教会でその働きを続けていた。
2004年に開かれたパンガシナン州とバタンガス市の
ハンカチ集会は、フィリピンの福音宣教の力になった。
2005年10月からはケーブルテレビでGCN(世界キリスト
教放送ネットワーク)の番組が放送されるようになり、現
在フィリピンのほとんどの地域が視聴圏に入っている。
2006年5月からは本教会附設のマンミンテレビがフ
ィリピン国際ケーブルテレビ会議に参加、本格的にケ
ーブル放送による宣教が始まった。なお、2006年6月に
はセブでWCDN(第3回国際キリスト教医学学会)が開か

れ、今も医学界を霊的な眠りから目覚めさせている。

このような中でフィリピンのクリスチャンたちの聖潔
の福音と神の力を慕う心が熱くなった。
これに答えて、オール・クリエーション・グローバルネ
ットワーク(会長ロミオ・コルフォズ牧師)が、本教会の副
牧師イ・ミギョン牧師を招き、超教派で牧会者および教
会指導者セミナーを開催した。2月26日と28日、首都マ
ニラのパラシオ・デ・マニラ・ホールとカビテ州ダスマリ
ニャス市カンテン・ブハン・ホールに牧会者と教会リー
ダーが3,800人以上が参加した。

講師のイ・ミギョン牧師は「神の力は、罪が満ちてい
るこの世代に福音を伝えるためと、クリスチャンの信仰
成長のためにもどうしても必要だ」と前置きした後、「神
の力を受ける資格」「神の力を受ける秘訣」「神の力に
よって現れる働き」などを体験事例とともに各地域で
およそ8時間伝えた。
その結果、60余りの教会が支教会に、550余りの教
会が協力教会に加入し、マンミン国際神学校に1,040
人以上が加入するほど、爆発的な反響があった。
フィリピンの有力日刊紙マニラブリテンはセミナーを
報道し、イ・ミギョン牧師はカビテ州の下院議員とダス
マリニャス市長から功労賞を受けた。
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堂会長イ･ジェロク牧師

「私は、自分に与えられた恵みによって、あなたがたひとりひとりに言います。
だれでも、思うべき限度を越えて思い上がってはいけません。

いや、むしろ、神がおのおのに分け与えてくださった信仰の量りに応じて、
慎み深い考え方をしなさい。」（ローマ12:3）

1. みことばどおり行なえる信仰の三段階

信仰の一段階は、聖霊を受けて救われた
段階で、信仰の二段階はみことばどおり行な
おうと努力する段階だと言いました。二段階
では、みことばを知って、学んで行なおうと努
力はしますが、時には守ったり、時にはみこと
ばにそむいて肉の行ないをしたりもします。し
かし、転んで倒れても、再び起きて歩いてい
くように、みことばどおり行なおうと努力し続
けるならば、信仰が成長して、ますますみこと
ばどおり行なえるようになります。それで、み
ことばどおり行なえるようになれば、それが信
仰の三段階に上がったということです。
ですから、信仰の三段階は「行なえる信仰」
と言います。二段階では肉の行ないをする時
もありますが、三段階になれば、当然肉の行
ないはもうしないのです。三段階では、みこと
ばを無理に守り行なうのではなく、神様のみ
こころを悟ったので、喜んで行なえるのです。
たとえば、主日を守ることや十分の一献金
についても、ただ知っているだけと悟ることは
全く違います。主日を守ることは、神様の霊的
な主権を認めて、私たちの霊と魂が神様に
属していることを証しする行ないです。神の
子どもたちが主日を聖なるものとすれば、神
様が一週間、災いや病気、事故から守って、
魂に幸いを得ているように導いてくださいま
す。また、十分の一献金をすることは、神様の
物的な主権を認めて、私たちのすべての持
ち物が神様から来たことを認める行ないで
す。人がいくら苦労しても、神様が与えてくだ
さらなければ、どんな実も刈り取れません。で
すから、私たちのすべての収入は、結局神様の
ものです。しかし、そのうち十分の一を神様に
ささげて、残りは自由に使うように神様が許さ
れたのです。十分の一献金を完全にすると、
神様が物質の損失をこうむらないように守っ
て、宝物倉があふれるばかりに祝福しようと
約束されました(マラキ3:10)。
このように「主日を守って完全な十分の一
献金をすると、魂に幸いを得て、病気と試練
や患難が離れて、物質の祝福を受けます」と
言っても、相変わらず完全に行なえない場合
があります。頭で聞いて知っているだけでな
く、心から悟ってこそ行なえるのです。みこと
ばを聞きはしたけれど行なわない人は、心か
ら悟れないので行なわないのです。このよう
に悟って行なう三段階と、悟れない二段階で
は、明らかな違いがあります。
しかし、信仰の二段階では、悟れなかった
としても、ひとまず聞いて知っているので、行
なおうと努力はしていきます。祈って行なおう
と努力するならば、ある瞬間、神様が上から
恵みを与えれられ、心から悟れるようにしてく
ださいます。それが恵みになって力になり、心
から信じられるようになり、その後からは十分
に行なえるようになるのです。
赤ちゃんが歩くようになる過程を見てみま

しょう。初めは寝て手足を動かしています。次

にはいはいをして、その後立てるようになりま
す。そのように努力する過程でますます脚に
力がついて、ついに歩いて走れるようになり
ます。
信仰も同じです。みことばを聞くだけで、行
なえる恵みと力が与えられるのではありませ
ん。祈りながら行なおうと努力してこそ、神様
がその心をご覧になって、悟れるように恵み
を下さるのです。このように努力したことが一
つ、二つと行なえる力になって、信仰の確信
が与えられれば、みことばどおり行なうことが
もう負担に感じられません。まるで日常生活の
ように、みことばどおり行なうことが自然に体に
なじんで、安定した信仰生活ができるように
なります。目に見える肉の行ないはほとんどし
ないので、次は肉的なことを捨てて、心の罪の
性質まで引き抜いていく段階に入ります。み
ことばが完全に心に臨んで、悪の大きい根ま
で完全に引き抜かれる時まで、続いて信仰の
戦いを勇敢に戦っていくのです。
みことばどおり行なおうと努力していくと、
心に悟りが来ます。悟れば楽に行なえると言
いました。たとえば、<テサロニケ人への手紙
第一5:16-18>に「いつも喜んでいなさい。絶え
ず祈りなさい。すべての事について、感謝し
なさい。これが、キリスト・イエスにあって神が
あなたがたに望んでおられることです。」とあ
ります。このみことばの意味を心から悟れな
い人は、苦しみにあったとき、喜んで感謝しよ
うと努力はしますが、形式的にだけします。心
では相変わらず「私はこんなにつらいのに、
感謝することでないのに、どう感謝できるん
だろうか」と思うからです。喜ぼうと努力はし
てみて、結局我慢できなくて、恨んでつぶや
いたりします。
それでも、何としてでも聞き従うために努
力していくと、ある瞬間、祈っているうちに神
様のみこころが悟れ始めます。「ほんのつか
の間の苦しみがあっても、永遠の天国に行け
る望みがあるから、どんなに感謝だろうか。私
のような罪人が赦されて救われるようになっ
たし、信じて求めれば、答えられて栄光を帰
すのだから、どんなにうれしいだろうか」と、感
謝の条件が悟れます。
また、みことばどおり神様に感謝のいけに
えをささげれば、試練や患難が退くことがま
すます信じられるようになります。みことばど
おり喜んで感謝することは、神様に属する光
の行ないです。試練や患難は、闇である敵で
ある悪魔・サタンがもたらすものです。まっ暗
な部屋に明かりをつけて光が入ってくれば闇
は退くように、心から感謝して喜ぶとき、その
霊的な光によって試練や患難が離れて、祝
福が臨むのです。
こういうことを心から悟れば、どんな困難に
あっても、信仰で喜んで感謝できます。する
と、実際に神様の恵みと力が与えられて、試
練や患難が退くことを体験するようになりま
す。このような体験によって心にさらに確か
な信仰が与えられ、次には試練がやって来て

も、もっと喜んで感謝しやすく、勝利できるの
です。目の前の現実がいくら見通しがきかな
くても、みことばの意味を心から悟りさえすれ
ば、目に見えない祝福を信仰で望んで行な
えるのです。
ところで、うわべでみことばどおり行なって
も、皆が信仰の三段階とは言えません。たと
えば、主日礼拝を休まない人でも、その人が
どんな心で礼拝をささげるのかによって信仰
の水準が違います。ほかの人の目を気にした
り、主日を犯せば災いにあうかと怖れて礼拝
に出てきたり、礼拝に来たとしても、居眠りし
たり雑念にふけったりしながらささげたなら、
信仰の三段階とは言えないのです。
また、信仰には移り変わりもあってはなりま
せん。蒔いて行なえば祝福されると言われた
から、蒔いて行ないはしたものの、思ったほど
早く祝福が来ないから、行なったことを後悔
したり、以前の姿へ帰ってしまったりする場合
もあります。こういう人は、心から悟って行な
える信仰の段階に達したと言えないのです。
ですから、信仰は一つ、二つの目に見える
行ないだけを見て、何段階だと言えるもので
はありません。その人の心に神様のみこころ
がどれほど悟れて信じられるのかで、見分け
られるのです。

2. 信仰の三段階の入り口と信仰の岩

信仰の三段階に入っても、初めはまだ心に
葛藤があります。神様のみこころを悟って聞
き従いはしましたが、心には残っている罪の
性質があるので、二つの心が相変わらず戦う
のです。良い心に従おうとする御霊による思
いと、悪い心に従おうとする肉の思いが戦う
のです。
先に説明したとおり、苦しみにあうと、信仰
の二段階は喜んで感謝しようと努力はします
が、結局勝てなくて、不平をぶちまけてしまっ
たりします。しかし、信仰の三段階は苦しみの
中でも十分に感謝して喜べます。
ところが、三段階だからといって、皆が
100%、完全に喜んで感謝できるのではありま
せん。三段階の中でも入り口ならば、苦しみに
あう瞬間、「本当につらい」という肉の思いが
働いて、気落ちして、聖霊に満たされなくなる
こともあります。けれども、すぐに聖霊の声を
聞いて、「神様は生きておられるのに、私がな
ぜ気を落とすのだろうか」と、自分の心が真
理に堅く立つようにするのです。そして、もっ
と完全に喜んで感謝するために神を呼んで
祈り、恵みと力を受ければ、もっと感謝して喜
べるようになります。
そうするうちに、三段階の終わりになれば、
もう肉の思いがあまり働きません。苦しみに
突然あっても、気を落としたり、不平を言おう
としたりするよりは、神様に頼って喜んで感謝
しようとします。一瞬、つらいという思いがか
すめたとしても、直ちにその思いを追い出し
て、感謝と喜びに心を変えることができます。

<マタイの福音書7:24-25>に「だから、わた
しのこれらのことばを聞いてそれを行なう者
はみな、岩の上に自分の家を建てた賢い人に
比べることができます。雨が降って洪水が押
し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけたが、
それでも倒れませんでした。岩の上に建てら
れていたからです。」とあります。<コリント人
への手紙第一10:4>には「その岩とはキリスト
です。」とあります。試練や患難に信仰が揺
れ動かないで、みことばどおり完全に行なう
信仰になれば、岩であるイエス・キリストの上
に堅く建てられたということです。
ところが、同じ信仰の段階であっても、各人
の信仰は違います。それぞれの段階を100と
して各人の信仰を量ってみると、10%の人も
いるし、100%近くになって次の段階に近づい
ている人もいます。このように量ると、信仰の
三段階でも60％以上になれば、みことばどお
り行なうことが、もうつらく感じられません。で
すから、岩の上に建てられた信仰になったと
言えるのです。そして、信仰の三段階でも70
から80%になれば、岩の上にしっかり建てら
れたということです。この時は、みことばどおり
行なうことが、まるで体になじんだ習慣のよう
に、自然に出てくるようになります。ここから一
歩進んで、どんな状況でも一瞬の肉の思いさ
え働かさないで、完全に喜んで感謝できるよ
うになれば、ついに霊の信仰、すなわち、信仰
の四段階に入ります。
たとえば、同僚がひどく礼儀に反することを
したとき、信仰の二段階では気を悪くします。
真理のみことばを知っているので、感情をし
ずめて仕えようと努力はしてみるけれど、心
の中ではいろいろな思いでひどくわだかまり
を持ったり、耐えられない時は癇癪を起こし
てしまったりします。
三段階ではそのように平和を破ることはあ

りません。「それなりの事情があるのだろう」
と、良く思おうと努力しながら、相手が願うと
おり仕えます。ところが、まだ三段階の入り口
では、完全に心に真理が臨んだのではない
ので、一瞬気を悪くしたりもします。そんな思
いが度々浮かんだとしても、「そうではない」
とまた思いを変えて、良い心をいだこうとす
るのです。しかし、岩の上に堅く建てられた段
階になれば、一瞬は気を悪くしても、直ちに御
霊による思いに変えることができて、安らか
な心で平和を追い求め、相手に仕えることが
できます。そのような一瞬の思いさえなく、完
全に死ぬ一粒の麦のように相手に仕えるなら
ば、この時は信仰の四段階、御霊の人になる
のです。
そうなれば、皆さんの人生は肉に属する世
界から御霊に属する世界に移されるので、栄
えなかったことが栄えるようになり、不可能が
可能に変わる神様のみわざを、いつも体験し
て生きていくようになります。このような次元
を切に慕って、すみやかに罪を捨てて聖めら
れ、おとなの信仰になりますよう、主の御名に
よって祈ります。
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1999年6月15日の早朝、私が7才の時で
した。
急に嘔吐がひどくなり、父が祈ってくれ
ました。大したことはないと思ったそうで
す。けれど、数日後、また嘔吐が始まり、下
痢までしました。さらに青、緑、黄色い物ま
で吐いて、血便が出ました。お腹がとても
硬くて、ひどく痛みました。
結局、ラシード病院に入院しましたが、
検査の結果、大腸閉鎖にセリアック病（小
麦などに含まれているグルテンに対する

アレルギー反応によって小腸を損傷する
自己免疫疾患）まで重まり、とても危ない
状態でした。体重が11キロと虚弱だったの
で、手術もできませんでした。何も食べら
れなかったし、体も動かせませんでした。
口からは分泌液が絶えず出て、いつも手
にティッシュを握っていなければなりませ
んでした。

両親と兄弟は断食して祈り、聖徒の皆
さんも祈ってくれました。その時、韓国に

いた姉はこの知らせを聞いて、切ない心
でイ・ジェロク牧師に私の写真を見せて、
信仰で祈りを受けたそうです。その瞬間、
奇跡が起こりました。
韓国の時間で7月23日金曜日の夜10時
50分頃、パキスタン時間では夜7時50分
頃でした。ソウルで堂会長先生が祈って
くださった同じ時間に、ラホールにいた私
がいやされたのです。ハレルヤ！
その後、便通があり、急に良くなって、マ
ヒしていた腸の機能が完全に回復しまし

た。1か月以上入院していましたが、祈りを
受けた3日後に退院しました。お医者さん
たちもとても驚いて、神様をほめたたえま
した。退院後、少しずつ食べながら元気を
取り戻し、およそ3か月で一人で歩けまし
た。
10年経った今、私は高校1年生で、とて
も健康です。私の夢は、医師になって私の
証しで神様に栄光をささげることです。
イ・ジェロク牧師の祈りで奇跡的にいや
してくださった神様に感謝いたします。

神様に出会う機会は、2007年5月でし
た。妻が舞鶴民教会の山田執事の家で、
担任のキム・マルコ牧師先生に初めて
会いました。私の家も訪問して祈っても
らいました。
6月にソウルの本教会から働き人が来
て、舞鶴万民教会の内装工事が始まり
ました。マルコ先生から工事に協力して
ほしいと頼まれました。私が長年、土木
関係の自営業をしていたからです。妻と
相談して、喜んで手伝わせてもらうこと
にしました。仕入れからゴミ処理まで奉
仕しました。

しかし、私は酒が大好きで、いつも酒
を飲んで仕事をしていました。2006年
頃から特にひどくなり、酒なしでは落ち着
かず、体がもたなかったのです。いわゆ
るアルコ-ル依存症になっていたのです。
内装工事は無事にできたものの、あまり
の酒びたりの生活にマルコ先生が
繰り返し家庭を訪問して、ハ
ンカチの祈りをしてくださ
いました。家から離れてい
る資林置場まで足を運
び、聖書のみことばで勧
めて祈ってくださいまし
た。日曜日や家庭礼拝も楽
しかったです。また、教会の
兄弟姉妹が家を訪問して交わ
る時も、喜びがあふれました。
妻と私は、生まれて初めてイエス様と
神様のみことばを教わり、教会も行くよ
うになりました。妻は信仰を持つようにな
り、私をなんとかしたいと思い、毎日早天
祈祷会に参加して祈り始めました。
私は酒を飲んで、資林置場でゴミを
燃やす火の上に転倒して大けがをして
火傷したり、ある時は転んで胸の骨を折
ったりなど、普通の人なら一回起きること
も難しいことが、何度も私に起きていま
した。その度にマルコ先生が来て、ハン
カチの祈りとみことばで励ましたり、時に

は厳しく戒めたりしてくださいました。け
れど、とても酒がやめられませんでした。
妻にも「どうしてそれだけ飲むの」とよ

く言われましたが、「わしは飲んどらん。
誰かがわしに飲ますんや」と、どなりちら
していました。私だってこんなふうになり
たいからなったわけではない、と心から
叫んでいました。
今から思うと、私は悪霊にとりつかれ
ていたのです。体のことを考えたら酒を
やめなければならないのに、翌日になる
とまた飲んでしまいました。翌朝起きる
と、どうして飲んだのか記憶もありませ
んでした。一日中、食事より酒で生活し
ていました。
私は偶像を拝む家で育ち、母は霊媒
師だったのです。妻もマルコ先生に出会
うまでは、お寺など偶像崇拝に熱心でし
た。しかし、教会に来てまことの神様に出
会ったのです。そして、今まで仕えてきた
偶像が私たちのために何一つ良い
ことをしてくれなかったことに
やっと気づきました。むしろ、
偶像に仕えるから、あらゆ
る災いと病気が絶えない
ことがわかりました。それ
で、私と妻は、牧師先生の
言葉に従ってすべての偶
像を片づけようと決心しまし

た。姉の猛反対がありましたが、
「仏がわしに何をしてくれたのか」と言
い返して、イエス・キリストだけに仕えよ
うと決めました。
それで、マルコ先生を通して家の仏
壇を燃やして片づけました。そして家に
は聖書と十字架を置きました。その翌日
は空にきれいな丸い虹が現れました。そ
して2007年11月18日、妻は教会で洗礼
も受けました。
しかし、私はなかなか酒から離れられ
なくて、苦しい日々 を送っていました。つ
いに災いがやって来ました。2008年1月
22日、車から降りる時に転んで、右腕を
骨折して入院しました。当時は深刻に考

えませんでした。前にもこのようなこ
とがあって、すぐ直って退院したから、
今回も早く治るだろうと思いました。し
かし、手術そのものができない状態が
続きました。手術をするためには骨をき
れいに消毒しないといけませんが、骨に
細菌がいてできないということでした。
長い入院生活の中でも、私は隠れて酒
を飲んでいました。結局、それが看護師
にわかって、退院処置になりました。酒
のために病院からも追い出されてしまっ
たのです。
その後、さらに体が衰弱していくので、
酒を飲まないと約束して再入院させて
もらいました。しかし体調は回復せず、4
か月が経ちました。マルコ先生が「この
ままではいけない。本教会の堂会長先
生に祈ってもらいましょう」と言われまし
た。

2008年5月末に、妻は私の写真を持
って、堂会長先生の祈りを受けにソウル
の万民中央教会へ行きました。堂会長
先生は愛をもって2回にかけて祈ってく
ださいました。その後、マルコ先生もソウ
ルに行く度に、私のために祈りを受けて
くださったのです。
私は長い入院生活がつらかったので、
なぜ祈ってもらっても治らないのかと疑
いました。しかし、そこには神様の摂理
がありました。マルコ先生は、私が長い
入院生活をさせられていることにも
神様の御心がありますと言わ
れました。実は、長い入院生
活の間に、自分の体の中に
染み込んでいたアルコー
ルの毒が抜けていったの
でした。神様は私の意志
では酒をやめることがで
きないから、強制的に病院
生活をして体の毒が抜ける
時間を与えてくださったのです。
マルコ先生は病院をよく訪問して、いつ
もハンカチの祈りをしてくださいました。

私は少しずつ体が良くなっていくのを
感じました。うれしかったです。右腕の骨
折や体の弱っていたのがいやされ、７月
に退院することができました。神様は入
院生活の間に酒をやめるようにしてくだ
さいました。酒びたりの生活から解放し
てくださったのです。退院してからは、酒
が飲みたいという気持ちが自分の中から
なくなったのです。感謝でした。私はもち
ろんのこと、家族にも平安が臨み、日曜日
ごとに教会に行けるようになりました。
2009年祝福の年に、私は喜びをもっ
て礼拝に参加しています。前は、座って
いても、途中でトイレに行ったり居眠りし
たりだったのですが、今はメッセ－ジもし
っかり聞けるようになり、聖霊充満

祈祷会にも参加できるように
なりました。
神様は、アルコ－ル依
存症の私を憐れんで、
いやしてくださったので
す。堂会長先生の祈りは
もちろんのこと、キム・マ
ルコ牧師先生、妻、舞鶴
万民教会の兄弟姉妹の祈り

によって、私は今の私になること
ができました。感謝でいっぱいです。
ハレルヤ！

舞鶴万民教会　北村　進 (64才)

アルコールの泥沼から
引き上げてくださった神様

10年前、神の力で生き
返ったシンシアです

シンシア(パキスタン・ラホール、17才) ラホール ソウル

北村進聖徒は、本人の意思で
は抜け出せなかったアルコール
依存症の泥沼から、主を救い主と
して受け入れた後、偶像を捨てて
信仰で祈りを受け、新しい人に生
まれ変わった


